
皮 膚 科

慢 性 皮 膚 疾 患 の 精 神 的 看 護

発表者 梅本すみ子

皮 唱 科 一 同

7 は じ め に

類天穂唐は皮層科vc於いて.特に珍らしい疾患とは言えませんが,この患者の場合は､比故

的重症であb著明在席神不安状態に陥ったと言 う症例であります｡看護径過を報告すると共vc

不安のJ京因として

a 患者の性格

b 疾病からくるもの

e 老人特有の問題

d ステロイドホルモy別の長期内服

等が考えられますOステロイドとその副作用が増加の幌向をたどっている老人患者の看護につ

いて研究対象としました,

皿 患 者 紹 介

氏 名 〇 台 ○ キ 68才 甲

職 業 な し

性 格 凡帳面 勝気

入院勘問 第 1回入院 S48年 10月 16日-49年2月4日

第 2回入院 S49年 2月21日-49年 6月9日

慧搬 漂 全身水私 ビラ1 養 皮,嶺 痔､下脚 鍾

既 往 歴 本疾患VCで入院加療の経験あ9

00病院 S48年 8月 12日-8月 16日

xx病院 B48年8月20日-9月 18日

家 族 歴 だ ≡‡…本人晶
生活環境 小さtn頃から家庭的に息Iiれず苦労 しているのか､物質的を面､金銭的に非常

VEル帳面である｡入院直前まで温泉旅館で勝手鋤きをしており長男夫婦.頚三

人と暮 しており､養ってもらっていることに気を使 っている偵向がうかがえる｡

頗天庖唐とは････

皮層症状 :水屯は大きく緊張性で時QC出血性水癌を混じえる｡
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水砲はほぼ全身に発現.鼠径部液窟 前腕屈側面に好発するo

結膜症状 :まれVCLか口睦枯演を侵さをいO

性 年令 .'老人に好発 60-70代 性別には差がたい.

経過予後 :慢性vc崖過 し握患期間は2.5ケ月をhL8年間とされ緩慢汎発胡周中経決と増

悪をくb返 し緩解朗の後再発するOコルチコステロイド使用後死亡例はまれであ

る｡

Ⅲ 看 轟 計 画

問題点

1. 病識がない｡

2.痛 棒がある｡

5.全身の衰弱

4. ステEZイドの長期内服

5. 皮膚病変が直接本人vE反映 し精神的彩藩が強vl｡

6.精神的変調をきたしているO

独語 .排柏､自殺企図の榎向. 拒薬.検査拒否.幻覚 .不眠 .被害妄想

7. 自己独自の治療を行う0

8. 高合着である｡

?. 病変は非常vc感染 しやすい状態である｡

以上問題点のなかよb重点目標 として

(勾 本疾患の治癒促進､内外的治療､槙塵的窺力をもたせる｡

(可 合併症を予防するO

(9 硝神変調の除去に努める｡

具体的実施方法 として

(う ･幻覚を徐去する(治療を妨げる大きな庶困 )

･検査処置を判 り易く説明する｡

･二次感染の防止 清虜に留意 掻穐予防

･止痔剤の与薬

･自己療法の防止

･全身衰弱の改歯 痛液 食事の工夫

1諸経査薦巣の肥渥 I)rとの連絡密vcとる

･ステロイド剤等内服英服用の確認

(う ･適度の安静を探つ

･清潔に留意する

･副作用の早期発見

･全身衰弱の改善(前述
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･二次感染の防止

(9 ･プロセスVコ- ドを戟る

･痛葎 不眠に対 しての与菜

･幻覚を頭か ら否定せず話 し相手にそる

･妄想に対 して行動に注意 しよく親祭する

･自己療法の防止

(至吟 (･rつVlては7･･)ント参照下さtJlそし⑳ 楕碑的変調-の援助をプロセスレコー ドVCスポ

ットをあて発表 といた します.

Ⅳ プロセスレコー ド

患 者 看 護 項

28/皿 患者は浮 く食いと云 うがポ リポ リと 検温痔

掻いているO この日初めて ｢虫｣と云 う

〃｢虫｣がガーゼに卵を生みつけている ,̂ A,どこに ,̂

- .2キ])した場所をささずに体のあちこち そのまま式にもとめずvC話題をかえてしまう

なさわ つてレ､る

5/勺Ⅰ 東vc手をやって 昨日洗賓 したとの情報あり○

I,ここんとこに ｢虫｣がいる様な気がする ,̂おばあちゃん題を洗ったんだつてね ,̂

が､どう走っているか見てかくれやね ,' /,おばあちゃん これはかさぶた上々虫から話をそ らす〃おばあち ゃん頭をこす った Ih.石けんで洗ったbすると よけい悪く走るわ ,,虫から毒舌をそ らす〃おばあち ゃん 洗 う時は必ず看貞婦に言 ってか ら洗 う感にね . 風邪をんかも引きやすV}です し ,̂

〃そ うかね 〃

虜を桟 尊をがら虫をつぶす礎vc

I,皆､かさぶただと言 うがそ うじゃあねえ h

クそ うかね.わしやあ熟L,1湯で洗 つとるが

部屋に来 る迄にもう ｢虫｣永 くい込んで

きのこみたレ､なのが出て <る h

〃そ うかね ん

6/Ⅷ 22時 ･,どこら辺VCJ.患者の押えて居る所を見ると〟かばあち ゃん どう(でもをつてをhL.負もい食い :_.少 し､かさぶたがあるけど直 ぐとれさすか ら h

頭にどこ_-ルを巻いて詰所に来る

〃東 に虫が居るか ら見せに来た h

題をさ ぐる様にして

hここん とこに〃〃そ こんとこがムズムズするが虫 じゃあ
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非常に輿省 した様子で ｢虫｣のことを桑b

返えす

hそれじゃあ 菜で虫を殺 しまLlう｡

ヒビテン溶液で頭部の消毒をし包帯を巻く

22時 20分

22時 50分良眠中 非常vc輿富した様子をので当直医に上申

10(系フ l ノJ,--ル 1A筋注

7/勺ー19同室の人 より_タオルとクシを持って部屋を出て行つたと知 らせあわ洗面所に行って見ると洗隻しようとしてい bおばあちゃん

る○〃熟V,}湯で洗わ夜いと虫が死なをい 虫は殺さをいと､ほっといたつて数日だ h一応処置vc来るo 何しているの〃

'〃だって それじゃあ醜いでLlう.それVC

お虜 じゃあ死たたt̂し処置室で案をつけま

Llう ,̂

処置室vcて頭部ヒビテy消毒するo

10啄フ エノJ{- ル 1A虜窪

9/旬 ■18時 検温時

〃水ぶくれも大部小さく走ってきてせ痔いいのもこことここだけせ b股間と頚部に手を当てる 〃おばあちゃん ~どうですか体の方は ?AJ>よかつたですね

〃そ うかね薬で死んじせったかねJ> 薬が効いたのかしらh

18/′m 浜温時

〃今朝 塩で虎を洗 つたで虫もよくをる〃こちらの話も渇かず〃塩は万病の薬で近眼にもいいし,しもやけVCだつて､こすbやあ治るんね毎 日洗つとるよ〃 J'壇なんかで洗ったbして.ちゃんとお薬b

をつけますから.もう塩をんかでは洗わな

レヽでね 〃〃塩でこすった少すると皮層を余計,刺赦 し

〃まあね 〃 て病気vE吐よくをいのですよJ>

〃そ うかね 〃止め相を様子をし ○本当に洗 つては駄Elよ●
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hいいや それはちっとも効かねえ 〃I,そうしておくれや ,,しきりbT手を頭に持ってゆく,〃そ うかね 〃J{ソフラy軟Jf?をめつ7:もらい取去VE行く I,そう じゃあ先生に何か良い葵を出して頂き

そしよう/,

主治医vE上申

一番はで夜色の軟膏 との事:TJ{ンフラン軟膏

杏-賽ぶ ...-.鮮明を黄色o

hおばあちゃん この薬は良く効きますからね ,̂

8/Ⅳ 包交樽義皮をむきJFらクダニが泣きをつ 込ゝ.んでいるO 〃そ う おばあちゃん じゃあ か農をつけて

むくのを止めるが又.他の部分をむきは じゆるoJ}えらい.-一いい..,..〟何か発見したかの感にJ',この虫はね海皮膚(IT入つても痛 く食い頭をつ 込ゝんだのを無理にひっぼると少し痛いがね 尾があるからメスだね 〃 上げまLlう〃ル今日は体の調子はどう?Ji〃そ う.-.〟

いささか聞きあきた虫の話であるo

9/Ⅳ 検温時

針で足の水砲をつぶ しているO.J>ええ .-.ちょっとkはつきbと答えない 皮をと9ながら J>何 しているの ?〟b無理 して剥がすと痛Vlでしょう...... 血も_

J>死んでるけど みぐさいからJ.話題をかえてJ>虫がなめるので黄色vEなつちまう体の方はいりが､こっちの方がいけねえ -...〟東vc手を持って行く+あの薬で比故目だね ,̂ケそうかね 効 くかね Jb 出るLJ>〃そう 良V,お集があれば叉.先生と相談 して

見ましょうJ,

そのあと イソ.)ンとヒビテンの混合液を手渡

チ

JBおばあち ゃん 新_しい兵を混ぜてあbますか

らね ■
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家vc帰れば.すき倍 もあるし ｢ダニ｣を

殺す薬があるんだけどね 〃

ク木の虫だって直 ぐ死ぬ〃

･･どん丑菜 7〟

〃ダニを殺す集って?,I

どうも農菜らしを事を言 っているo

以上28/Jl-22//Ⅳ の主そプロセスV コー ドです｡

イソジン液+ヒビテン夜の消毒を試みましたが日によって効 くといったり効か夜Vlといったb

で効果 より黄褐色に染まることが気になるらしく0.02啄ヒビテン水溶液のみVC変 りました.

V 考察及びIiAとめ

私共は最初の段階で本疾悪の皮唱病変のみvC目をや りそれ ピランだ.水癌が増えた､減 った

のと表面的を ことに式をとられ､治癒するためにあれはやっていけない.それもだめとた 注ゞ

意否定するのみであったo扶育処置後勝手vc包帯をとり.ひっかいたbつぶした り何回注意 し

てもそれを繰 り返す患者です. ｢また､はずしてる｣｢本当にあのおばあち ゃんはだめだねむ

等看護婦のtjから毎 日で した｡そ して言わず語 らずのうちに ｢扱いにくい点者｣と.レッテル

を貼 られ ｢虫｣の番を言い出した時､初めは気vEもとめず.冗談でいってV}るのではをいとわ

かった時.否定するのか.無視するか.適当vc話を合わせるかという態度をとっていたもので

した｡

ある時 .ヨーグルトの瓶の中に痴皮を入れてる. ｢何を しているの｣｢虫を飼 っている｣と

言 うOそれVC熱湯をかけ虫が増えて大 きくそったと見せVCくる｡患者は ｢虫｣を確信 している

何 らかの対処を考えなければ走らないOそこIC除虫薬と称 して前述の如き消毒薬利用を試みた.

確かに食塩洗蒙の回数の減少と何 よりも指.爪での直珪桂根が予防できました｡清拭 も部分 (

陰静 )清拭のみ許可し時 々の虚時間入浴に多,少の不満 もあったが比敏的効果があったように思

われるo

食塩で目.体をこすったbする行為に対 して.食塩の入手経路vcつV,て､家人.同室者の協

力を得て.食塩洗髪 も自然消失の形とたb自己療法の績向 もみられをく浸った｡

6月9日.一応蜜快退院 と走るO退鏡後の生活vcついて農薬でも使 って悪 くしてしまうので

はないか､体の無理を衆知で働 きvCでるのでは夜いか､兵をきちんと飲むだろうか等県念するo

医師､家族.点者をまじえアドバイスした,点を再認識させ退綻指導にあたった｡

8月初旬外来受診 所水癌 もなく.薬 もきちんと内服.娘夫婦の所で多少気がね した生活で

はあるが落ちついた様子が うかがえた｡

｢虫｣の発想 として考えられることは皮膚病独得のあの ｢むずむず｣と虫がは う様左美和感か

らではをいか .精神変調の竣功を目標vrとりくんだわけですが絵去する事は不可能でした｡

この様に ｢虫｣への執着vcとりつかれ治潅促進の-い害を軍事看護vcてこずった-症例をプ

ロセス レコードを通 して発表 しました｡

しか し再 入々院の可能性 も考えられ､その折に再び繰9拡げられる症状 と精神変調がどのよ

うに畏韻されるか.又 もとの ｢虫｣にもどるのか今後の課題 とするところです｡
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1毛 増 悪 期 緩解期44芸5.525入院緩解糊 2,87止21/Ⅱ i./ 増悪 期 1.in Ⅳ 緩解 22"
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ケ リ
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軟管 マ 慧批 癖 .轡 等腎脱
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